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2020年・初夏 

統合複雑系科学国際研究ユニットが発足して丸��年が経過しました。当研究ユニットは、異分野

の研究者が「複雑系」というキーワードのもとに集う学際的な集まりです。本ユニットのメンバーは、こ

の強みを生かして得られた知見を、自らの研究だけではなく社会に還元する活動も行っています。こ

のニュースレターでは、����年度に私たちがどのような活動を行ったかを皆様にお伝えします。 

ご挨拶 

 
 複雑系とは、自然や社会経済の中に存在する複雑な現象の背後に存

在する共通的な構造や秩序を探っていく研究の対象分野を意味しま

す。複雑系での様々な現象のダイナミックスがその複雑な現象を反

映していて、それを解き明かしてくれるキーとなっています。統合

複雑系科学国際研究ユニットでは、物理学、生物学、化学、経済

学、医学、工学など、従来は独立して研究をしていた学問分野の研

究者が参加して、分野横断的な共同研究（FROODERUDWLRQ）を行うものです。従って、本複雑

系ユニットは、様々な未踏科学ユニットとも姉妹関係にあるような研究ユニットです。ま

た、本ユニットは元々、米国カリフォルニア大学に本部を置く国際複雑系研究所（,&$0）

の京都支部としても機能しています。因みに日本には我々の複雑系ユニット以外には、東

京大学物性研究所に,&$0のもう一つの支部があり、この�つの支部が日本の複雑系のメッ

カとなるべき存在であります。 
 我が統合複雑系科学国際研究ユニットも、����年�月に西村和雄先生を中心に（ユニット

長として）発足して以来、本年度で��年目を迎え、新たなメンバーも迎えて、心機一転、

さらなる展開を目指しております。例年、,&$0やサンタフェ研究所の研究者を招待して、

国際コンファランスやセミナーを開催してきておりますが、ユニットメンバーはそれぞれ

の専門分野において多くの研究成果を発表するとともに、シンポジウムや公開講義の形で

情報発信を行ってきました。今年は、ご存知の様に、新型コロナウィールス感染

（&29,'��）の嵐が世界中に吹き荒れ、パンデミックと言われる未曾有の危機的状況と

なってしまっております。そのため、中々人が集まることが許されない状況にありまし

て、国内外の会議は自粛することが求められ、特に海外渡航は許されず、国際会議の開催

などは難しい状況に追い込まれてしまっております。大学でも対面型の授業・会議が原則

的に自粛・規制され，オンライン（リモート）によるもののみが許される状況となって、

研究・教育活動が思うように出来ない状態が続いることはご存じの通りです。一般社会に

おいてもテレワーク（自宅でのオンライン・リモートワーク）の推奨・実施がなされ、非

対面ということが社会的な動向となってきております。そのような中，最近ようやく日本

でも非常事態宣言が解除されて、感染収束の兆しが見え規制緩和の傾向にありますが、二

次感染拡大の危険もあり依然として予断を許さない状況であることに変わりはありませ

ん。今後は、ウィルスと共存することが求められ、人間同士の密接なる関係が規制される

ような人類社会の生き方・在り方そのものが変革を求められていくのかもしれません。 
 しかしながら、&29,'��の猛威を後ろ向きにとらえるだけではなく、オンラインリモー

ト授業、オンライン会議、テレワーク活動などの利点や重要性の再確認ができ、今回の世

界的危機を前向きにとらえて進んでいくことの重要性も見えてきたのではないでしょう

か。研究会や国際会議の在り方など、多くのことが変化してきています。またこんな大惨

事の時こそ、事態を後ろ向きととらえるのではなく，逆に状況を前向きにとらえて，研究

活動の維持やさらなる発展へと結びつけていく方策を見極めて行くことが肝要ではないか

と思います。本統合複雑系国際研究ユニットは、����年�月��日までの期間延長も認められ

ていますので、本学・研究連携基盤の未来創成学国際研究ユニット、同志社大学6W��&25(
研究会など学際領域研究、分野間横断研究を目指す研究グループなどとも（三密になるこ

とは避けつつ）密接に協力・連携し、新たなる展開を目指して行きたいと思います。 
 最後になりますが、そして毎回紹介していますが、³0RUH�LV�GLIIHUHQW�´という高名なる3��
:��$QGHUVRQの言葉（論文タイトル）が示すように、単純系には存在せず、複雑系・多体系

であることが本質的である、強磁性や超伝導のような現象も多数存在するのです。新型コ

ロナウィールスと共存していく問題も、まさに複雑系の問題であると言えるかもしれませ

ん。京大らしく自由な発想で、複雑で多様化する諸問題の解決や新たな未踏領域の研究分

野の創生を目指して頑張っていく所存です。今後とも、どうぞよろしくお願い申しあげま

す。 
  

    ユニット代表   吉村 一良 （京都大学大学院理学研究科 教授） 



 Y．先生の研究内容についてご紹介ください。 
 

正直なところ、自分の研究テーマが何なのか

は自分でも答えられないです（笑）。その代わ

りに、私の（研究活動を始めた頃の）経歴を紹

介します。これらが通奏低音のように、今まで

の研究活動を支配していると考えるからです。 
まず、ϭ浪して京大理学部に入学しました。ここ

を志望したのは、数理解析研に進んで数学基礎

論というか計算機科学の基礎をやりたかったか

らです。高校生のとき、（パソコンはまだ出

回っていない時代でしたが）大型計算機をパー

ソナルに使う（笑）機会を得て、自力で（高級

言語の）プログラミングを勉強して、それにハ

マったのです。ところが、入学後、勉強が足り

なくて（笑）この道を断念し、数学と生物両方

に興味が湧いてきたので、数理生物学（理論生

物物理学）の研究室（寺本研）に進みました。

ここで、期せずして、一度断念したはずの計算

機科学の基礎である言語理論とオートマトンを

学び、その生物学への応用を卒業研究でやるこ

とになりました。さらに、このときに勉強した

tŝůůŝĂŵ�&ĞůůĞƌの「確率論とその応用」が面白かっ

たのと、これに関連して、生物の「ゆらぎ」や

確率的な性質に興味を持ち、大阪大学の大学院

（生物工学）に進みました。  

                      

ところが、大学院の博士課程では、カオス

（確定的）と雑音（確率的）という、基本的に

は生物と関係のないテーマを選び、確率（過

程）論や非線形ダイナミカルシステムの理論、

システム工学などを学びました。学位取得後

は、そのまま助手になり、生命現象の中でも特

に脳・神経系の数理モデル（いわゆる,ŽĚŐŬŝŶ-
,ƵǆůĞǇモデル）の研究を始めました。この

,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇモデルは、生物の細胞膜に生じる

電気信号の発生ダイナミクス（電気生理）を定

量的に微分方程式で表現したものであり、医

学・生物学の中で最も優れた数理モデルです。

最初に提案されたのは、ヤリイカ巨大神経のモ

デルとしてでしたが、その後、このモデルが拡 

 

 

                     

張されて心筋細胞や膵臓のβ細胞など、様々な

生物の様々な細胞が,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇモデルと同様

の方法論でモデル化されています（,ŽĚŐŬŝŶ-
,ƵǆůĞǇ「型」モデル）。生物は、少し意外かも

知れませんが、沢山の電気信号（活動電位）を

体の調節に用いています。図に示したのは活動

電位波形の例で、左上から時計回りに、神経細

胞、膵臓β細胞（インスリン分泌細胞）、心臓

プルキンエ繊維、心室筋細胞の活動電位波形

で、それぞれ対応する,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇ型の微分方

程式を計算機で解いたものです。もちろん、電

気信号以外にもホルモンなども用いますが、い

ずれにしても生物は、種々の信号（情報）が身

体の中を駆け巡りながら、生命活動を維持して

いる巨大な情報処理装置であるということで

す。その後は、電気生理学を中心にして、数理

的・システム工学的立場から、様々な生命現象

の解明などに取り組んできました。 
 
 
 
 
 

 
    

  様々な細胞の活動電位波形 

 

 

 

 

 

 

 
 

研究室訪問    土居 伸二 教授     
                                                                                        （工学研究科・教授） 

 

酒を飲みながら勉強をするというのは至福のひとときですね。 

Ϯ 



研究室訪問;続き）：土居伸二先生 

ϯ 

Y．先生が研究者を志されたきっかけを教えてく

ださい。 
 

私の場合、研究者を目指そうと思ったのは、学

部生時代の反動で、勉強し足りないというか

（笑）、もっと勉強をしたいという思いが強かっ

たことです。特に、数学関連の勉強が大変面白く

て、数学を勉強したり、数理的に考えたりしてい 
ると、いろんな現象やものごとの仕組みや理屈が、

どんどん分かっていくのが楽しかったので、もう少

し勉強を続けたいと思ったのです。そのままの延長

で研究者になってしまったという感じです。 
 
Y．研究の醍醐味、大変なところを教えてくださ

い。 
 

上で話した研究内容とも絡むのですが、一つの

テーマに興味が湧くと、それに関連するような数学

の勉強をしながら研究していくという感じの研究ス

タンスですので、あーだ・こーだと考えた結果、疑

問に思っていた問題が解決した、その理屈が分かっ

た瞬間の爽快感が醍醐味です。ただし、その研究

テーマに関して論文を少し書いてしまった段階で

は、そのテーマに飽きてしまうので（笑）、別の

テーマに移りたいという気持ちが沸々と湧いてくる

のが難点ですが。。。一方、大変なところというの

は特にないですが、こういう研究スタンスを取って

いると、一つの研究結果が出るのに結構時間がか

かってしまう（ϭ年とか）ので、論文を（沢山）発

表しないといけないという、昨今の社会的圧力は、

ある意味、大変なところです。やはり、研究結果が

出やすいテーマもせざるを得ないので（笑）。 
 
 
 
Y．お薦めの本を１冊教えてください。 
 
これは、なかなか難しい質問です。それぞれの

学問分野には、名著と呼ばれる本がいくつもあり

ますので。。。敢えて挙げるとすれば、やはり

:ŽŚŶ�'ƵĐŬĞŶŚĞŝŵĞƌ�ĂŶĚ�WŚŝůŝƉ�,ŽůŵĞƐ͗�EŽŶůŝŶĞĂƌ�KƐͲ
ĐŝůůĂƟŽŶƐ͕��ǇŶĂŵŝĐĂů�^ǇƐƚĞŵƐ͕�ĂŶĚ��ŝĨƵƌĐĂƟŽŶƐ�ŽĨ�sĞĐͲ
ƚŽƌ�&ŝĞůĚƐでしょうか。この本の初版は、大学院生

の頃に出版されまして、たまたま（阪大の）数学

図書室の書棚に新刊本として並んでいたのを見つ

けて、早速、有志で輪講を行いましたが、レポー

ターをするのは大変で、毎回、引用文献を相当調

べたりしました（チューターは、脳科学でも著名

ですが、この分野の数学にも造詣の深かった川人

光男先生にお願いしました）。この本で学んだこ

とが他の数学の本を勉強するときのベースになり

ましたし、その後の私の研究生活の礎ともなって

います。著者の一人の'ƵĐŬĞŶŚĞŝŵĞƌ氏は応用数学 

 

 

者ですが、神経生理学の数理的研究も行ってお

り、この本を読んでϭϬ年以上経ってから、研究の

ために'ƵĐŬĞŶŚĞŝŵĞƌ氏のところ（コーネル大）に

短期間でしたが留学することになったという因縁

の本でもあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Y．先生にとって至福のひとときというのは、どん

な時でしょうか。 
 

研究のことは一切考えずに何か勉強をしている

時間です。もともと、研究よりは勉強が好きなので

す。その意味では、研究者には向いていません

（笑）。 
ϭϱ年くらい前までは、勉強の時間を日常的に確

保できていましたが、近年は、それができていない

のが痛恨の極み（笑）です。また、酒が大好物でし

て、大学院生の頃は、指導教官が帰った時間を見計

らって、自分の席で、マグカップに入れた酒を飲み

ながら、いろいろ勉強していたものです。ですの

で、酒を飲みながら勉強をするというのは至福のひ

とときですね。なお、現在は車通勤ですので、そん

なことはしておりません（笑）。 

 

 

 

↑�ŵĂǌŽŶから画像をお借りしました。 



研究室訪問;続き）：土居伸二先生 

ϰ 

Y．今後の研究計画についてお聞かせくださ

い。 
 

現在、,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇ型の微分方程式で表現

された数理モデルは、詳細化の一途を辿ってい

ます。ϮϬ個、ϯϬ個の変数を持つ非線形の（グ

チャグチャした）関数が天こ盛りの微分方程式

が蔓延っています。新たな実験的知見が得られ

る度に数式が追加されて、このような複雑な数

理モデルになったのです。実験的知見を追加す

ればするほど、数理モデルが現実に近づいてい

くというのは大きな間違いだと考えます。数理

モデルというのは、現実を認識する手段ですの

で、モデルが複雑では、現実を認識する上で何

の役にも立たないからです。現在、沢山提案さ

れている,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇ型モデルの土台は、ヤリ

イカ神経細胞の,ŽĚŐŬŝŶ-,ƵǆůĞǇ方程式ですが、こ

の精神に立ち返ったシンプルなモデルが必要だ

と（ϮϬ年以上）思い続けていますが、未だアイ

デアは得られていないという悲しい現状です

（笑）。なんとかしたいとは思っています

が。。。 

 

 

～土居伸二先生 略歴～ 
ϭϵϴϰ年 （ϭ浪ϭ留の後）京都大学理学部卒

業。ϭϵϴϵ年 大阪大学大学院基礎工学研究科

生物工学分野博士後期課程修了（工学博

士）。ϭϵϴϵ年 大阪大学基礎工学部助手。

ϭϵϵϲ年 大阪大学工学部講師（その後、助教

授・准教授を経て）。ϮϬϬϵ年 京都大学工学

研究科教授。 

 

 



ϱ 

活動の記録（201９年４月～2020年３月） 

シンポジウム・ワークショップ・セミナー等主催されたメンバーに下記の多彩な活動報告を頂きました。 

●「Ϯ次元酸化物に関する高磁場�E�D�Zによる研究」ϮϬϭϵ年ϱ月Ϯϰ日 
EDZ�/ŶƐŝŐŚƚ�ƚŽ�YƵĂŶƚƵŵ�DĂŐŶĞƚƐ�–�ƉƵƌĞ�ĂŶĚ�͞ŚĞĂůĞĚ͟��Ă�Ƶ^ŝϮKϲ͕�ƐƉŝŶ-ϭͬϮ�ĐŚĂŝŶ�ɴ-dĞsKϰ͕�ĂŶĚ�^ƌ�ƵϮ;�KϯͿϮ�– 
京都大学 理学部�ϲ号館�ϱϳϭ会議室 
 
WƌŽĨĞƐƐŽƌ�ZĂŝǀŽ�^ƚĞƌŶ（EĂƟŽŶĂů�/ŶƐƟƚƵƚĞ�ŽĨ��ŚĞŵŝĐĂů�WŚǇƐŝĐƐ�Θ��ŝŽƉŚǇƐŝĐƐ͕��ƐƚŽŶŝĂ） 

を吉村一良複雑系ユニット代表が主催しました。 

 ●公開シンポジウム「学ぶ心と教育を支える環境」 

2019年8月31日 (土)  

京都大学時計台記念館国際交流ホールにて、「学ぶ心の教育」、

「学習の意味を考える」、「教育を支える環境づくり」という三部

にわけて、公開シンポジウムを開催しました。当ユニットのメン

バー西村和雄特任教授が「学問のすゝめ：記憶の中の教育」という

タイトルで講演を行いました。 

 

●シンポジウム「京神話－動・不動の共創」ϮϬϭϵ年ϲ月ϭϮ日同志社大学 クラーク記念館 
予測不能な現実世界に直面しながら私たち人類はどういう路を歩んでいかなければならないのだろうか？

この超課題への挑戦に向けて東西叡智の統合と自然とのポリフォニーを享受する身心変容が求められてい

る。そこで本シンポジウムでは、経験と科学の対話、身心変容の理論と実践、芸術と宗教の対話を通し

て、未来志向の解決を模索しました。村瀬雅俊准教授が講演とパネルディスカッションへの参加をしまし

た。 



活動の記録;続き） 

ϲ 

●『未来創成学の展望 ―逆説・非

連続・普遍性に挑む』 

       山極壽一・村瀬雅俊・西平直 編  

  
 
  本ユニットのメンバーである、 

 村瀬准教授が編集し、村瀬准教授、大野教授、西村教授も 
 執筆した書籍が出版されました。 
 
  ϮϬϮϬ年ϯ月ϯϭ日、ナカニシヤ出版 
  

●第14回環太平洋アジア物理学会 

（14th Asia Pacific Physiscs Conference,  

Sarawak, Malaysia ）（2019．11．17-21） 

 

 

吉村一良 ユニット長が参加し、  

11月18日 に2次元系化合物SrCo2P2における遍歴電子メ

タ磁性転移についての招待講演 

"Itinerant-Electron Metamagnetic Transitions in 

2D System SrCo2P2 and related compounds" 

を行いました。  

 

●第ϯ回こころの健康づくりシンポジウム（ϮϬϭϵ年ϭϮ月ϭϰ日）  

  
日々の生活の中で直面するさまざまなストレス。こころの健康を保つには、どの

ように生活していけばよいのかをテーマに、本ユニットの村瀬雅俊准教授が

「“無”に挑むー湯川秀樹の見果てぬ夢」というタイトルで講演。 

また、第2部 DVD上映『人間世界における奇跡』：友禅の美と古代から続くサヌ

カイトの調べ では 

ツトム・ヤマシタ氏の演奏と、山極 寿一（京都大学 総長）、 吉村 一良 本ユ

ニット長 

Jacques Debs（映画監督）、村瀬 雅俊 本ユニットメンバーのディスカッショ

ンなどがありました。  

 

●みえむ未来創成フォーラムϮϬϭϵ「三重の自然」（ϮϬϭϵ年ϭϬ月Ϯϳ日） 

本ユニットメンバーの大野照文名誉教授が三重県総合博物館（DŝĞDƵ）において、三重県の自然

の中で課題を持ち探究している人々から、その実践を共有することで、三重県の持つ多様な自然

環境に興味・関心をさらに高め、新しい価値を創造する機会としてフォーラムを開催しました。 

●国際シンポジウムとワークショップ： 

�ŝƐĐŽǀĞƌŝŶŐ�dƌĂŶƐĐƵůƚƵƌĂů��ŽŶĐĞƉƚƵĂůŝǌĂƟŽŶƐ�ŽĨ��ŵĂĞ� ƚŚƌŽƵŐŚ��ŝĂůŽŐƵĞ（ϮϬϭϵ年ϭϬ月Ϯϯ日͕Ϯϱ日） 

を村瀬雅俊准教授が主催しました。 
   ϭϬ月Ϯϯ日 京都大学 旧演習林事務室 ラウンジ 
   ϭϬ月Ϯϱ日 京都大学 百周年時計台記念館�２& 
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リレーコラム： 

第10回『訪日外国人２０２０』   

   西山 慶彦 教授 経済研究所 

                

  
安倍晋三内閣、ϮϬϬϲ年の最初の第一次は体調不良

もあって、短期間で幕を閉じた。第二次内閣はϮϬϭϮ
年末から始まり、紆余曲折を経つつもかれこれϳ年半

の長期政権になった。トータルの総理在任日数では

史上最長とのことである。私は政治学者ではないの

で、その理由や背景を論じたり、安倍内閣の政策を

分析しようというわけではない。私の専門は計量経

済学という分野で、大雑把に言うと経済統計の分析

法に関する統計理論やそれを用いた経済実証分析を

行うことを目的としている。ϮϬϭϳ年からϮϬϭϴ年にか

けて、たまたま縁があって、安倍政権が近年力を入

れている観光産業に関わり、いわゆるインバウン

ド、訪日外国人数について、経済産業研究所の小西

葉子上席研究員と訪日外国人数の分析、予測をした

ことがあったため（注ϭ）、その話を簡単にご紹介さ

せて頂こうという次第である。 
安倍首相は「観光立国」というキャッチフレーズ

のもと、近年特に観光産業に対しても大きな期待を

抱いている印象があるが、元をたどるといつから

だったかと思って調べてみた。インターネットの威

力は絶大で、すぐに毎年の首相の施政方針演説全文

が見つかった。 
 
 

 

 

図ϭをご覧頂こう。これはバブルが崩壊したϭϵϵϭ年
からϮϬϭϵ年までの訪日外国人数の推移を年毎に表し

たグラフである。第二次安倍内閣の発足はϮϬϭϮ年末

で、その時にはϮϬϬϵ年のリーマンショック、ϮϬϭϭ年ϯ
月の東日本大震災による打撃からようやく少し回復

し、ϮϬϬϴ、ϮϬϭϬ年あたりのϴϯϬ万人程度に戻した時期

であった。なので、ϮϬϭϯ年初の演説では観光につい

てそれほど強い思いがあったわけではなさそうであ

る。ところが、ϮϬϭϯ年秋にオリンピック・パラリン

ピックの東京誘致が成功し、訪日外国人数がϭ千万人

を超えると俄然演説のトーンが変わり、国内の色々

な観光地が世界遺産に指定されたことなどを受け、

観光は地方創生にとって大チャンスであるという論

調になってきた。その後一気に観光客は増加し、

ϮϬϭϱ年にあと一歩でϮ千万人という水準に達すると、

それまで「ϮϬϮϬ年にϮ千万人、ϮϬϯϬ年にϯ千万人」と

していた目標を、ϮϬϭϲ年ϯ月には「ϮϬϮϬ年にϰ千万

人、ϮϬϯϬ年にϲ千万人」と一気に倍増させた。グラフ

で見てもϮϬϭϭ年以降の伸びはまさに目覚しいものが

ある。その間、オリ・パラ開催の決定も追い風とし

て、国内・国際交通インフラの整備や観光ビザの緩

和、観光客向けの施設整備のための投資補助など積

極策が打たれてきたことも増加を後押ししたかもし

れない。  
  

出所：日本政府観光局（:EdK）より著者作成 
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リレーコラム;続き） 

 

そして、今年ϮϬϮϬ年ϭ月の演説である。オリ・パラ

開催で見込まれる訪日外国人の急増も織り込んでϰϬϬϬ
万人達成確実の自信からか、この演説では今年の目標

には触れることもなく、ϮϬϯϬ年度にϲ千万人という長

期目標が再確認された。 
さて、ジップ法則;�ŝƉĨ�>ĂǁͿをご存知だろうか。ある

一次元データ が得られたとする。そのうちŬ
番目に大きいデータが最大のデータの約ϭͬŬになる、

という現象が色々なデータで観察され、ジップ法則と

呼ばれる。これは、もともと�ŝƉĨ�;ϭϵϰϵͿが言語学の研

究において、文章の中に現れる英単語の出現頻度の

データに関して発見した性質である。その後、一国の

都市人口のデータに関して同じ規則性が見られること

が発見され、他にも、企業規模、所得、ウェブページ

のアクセス回数など、色々なデータに共通して見られ

ることが報告された。 

 

そのとき、 を散布図に描くと傾

きがほぼ-ϭの直線になっており、これはランクサイズ

ルールと呼ばれる。では、どのような時にこのような

性質を持つのか？実は、元のデータがパレート分布か

らのランダムサンプルだと、データはこのような性質

をもつ。また、対数正規分布でも、比較的大きいデー

タだけ取り出して調べると、やはり同じような性質を

もつことが知られている。 
我々は、ϮϬϭϭ年からϮϬϭϳ年までのホテルの外国人

宿泊者数の市区町村別の旅行者数について、ランクと

サイズの関係を調べてみた（図Ϯ）。赤がϮϬϭϳ年の新

しいデータに関するプロット、青がϮϬϭϭ年のデータで

ある。また、;ĂͿ、;ďͿ、;ĐͿは、それぞれ宿泊者数の

トップϭϬϬ、ϰϬϬ、ϳϬϬだけを取り出したもの、;ĚͿは全

ての都市のデータを使ったものである。これを見ると

少なくとも旅行者数の多い都市については、ジップ法

則のような関係が成り立つことが見て取れる。 
 

図Ϯ 訪日外国人数のランクサイズルール   出所： 小西・西山 ;ϮϬϭϵͿの図ϲ�;Ɖ͘ϭϯͿを抜粋。 
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他方、ジップ法則に関わって、その動学的メカ

ニズムの理解としてジブラ法則（'ŝďƌĂƚ�>Ăǁ）が知

られている。これは、成長率が元の水準に寄らずほ

ぼ一定値であるときに見られる性質である。つま

り、ƚ時点のŝ地点のデータのを とすると、Ƶを統

計誤差として、 

 
として、βсϬでĐは絶対値の小さい負の値になると

いうことである（もちろん、Đが正の値だと は

発散してしまう）。そのとき、定常状態での の

分布は対数正規分布で近似されるというものであ

る。すると、上に述べたように、大き目のデータを

取り出すと近似的にランクサイズルールに従い、

ジップ法則が成り立つ。 
 ジップ法則では動学メカニズムが分からないので

将来予測に使うのは難しいが、ジブラ法則なら可能

である。そこで我々は、ϮϬϭϭ年からϮϬϭϳ年までの

外国人宿泊者数の都道府県別データを用いて、ϮϬϮϬ
年の予測を試みた。すると、興味深いことに、ϰϬϬϬ
万人強という数値がはじき出された。これは何も、

忖度の結果ではない。普通に上の式の推定結果を用

いた試算である。これを見て、我々も当時の安倍首

相の演説の推計値も悪くないのではと思っていた。 
さて、ϮϬϮϬ年になってϱヶ月。ϭ月の観光市場は

例年通りに熱気に包まれたスタートを切った。が、

Ϯ月に入ると新型コロナ感染症拡大の影響で、事態

は急変してしまった。図ϯは最近の月別の訪日外国

人数である。日本政府観光局（:EdK）によると、

今年のϮ月の訪日旅行者数はϮϬϭϵ年Ϯ月よりϱϴ％
減、ϯ月はϵϯ％減であった。かろうじてグラフ上で

激減していることが見てとれるが、ϰ月に至っては

ϵϵ͘ϵ％減となり、減りすぎてしまってグラフ上で数

値の有無すら判別できない。訪日旅行者数はϮϵϵϬ
人、前年同月のϭϬϬϬ分の１である。もちろん、今回

の厄難が誰のせいという話ではないことは明らか

で、おそらく一定確率で発生してしまうパンデミッ

クに不幸にも偶然当たってしまっただけである。 
 

出所：日本政府観光局（:EdK）より著者作成  
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ϮϬϮϬ年のϭ月までは、京都には例年通り折々の季

節に国内、国外から人が多く訪れ、観光を楽しん

だ。住民の一部から、いわゆる観光公害が発生して

いて市民生活に支障がでるという苦情が寄せられる

ほどで、確かに観光シーズンの京都は大変な人出で

あった。しかし、今回の感染症拡大の影響により、

急激に観光客数が減少してしまった。もちろん断じ

て喜ぶことはないが、昔の京都が戻ってきたという

感想を持つ人もいる。観光客増を受けてか、京都も

随分立派なホテルや施設が建設されてきたが、それ

だけに急激な来客の減少は少し寂しくも感じる。 
さて、残念ながら我々のϮϬϮϬ年の訪日外国人数

の予想は全く使い物にならない過大予想になってし

まうことは明らかである。さて、ではどう修正予想

を作ったものか、当然かもしれないが、統計的な予

測はショックに弱い。今年の経済予測はことごとく

再計算が必要だろう。 
さて、制限の強い日々が続きますが、皆さんに

どうぞ早く穏やかな日常が戻りますよう。 
 

 
注ϭ：小西葉子・西山慶彦 ;ϮϬϭϵͿ�近年のわが国の

地域別旅行者数に関するジップ法則とジブラ法則：

訪日旅行者と邦人旅行者の比較、Z/�d/��ŝƐĐƵƐƐŝŽŶ�
WĂƉĞƌ�^ĞƌŝĞƐ�ϭϵ-:-ϬϬϴ。 
ŚƩƉƐ͗ͬͬǁǁǁ͘ƌŝĞƟ͘ŐŽ͘ũƉͬũƉͬƉƵďůŝĐĂƟŽŶƐͬĚƉͬϭϵũϬϬϴ͘ƉĚĨ  

 ～西山慶彦 教授 略歴～ 

  

 ϭϵϴϵ 京都大学 修士（経済学） 

 ϮϬϬϬ ロンドン大学 WŚ͘�͘ 
 ϭϵϵϲ年ϰ月 名古屋大学・情報文化学部・講師 

 ϮϬϬϭ年ϰ月 名古屋大学・環境学研究科・助教授 

 ϮϬϬϮ年ϰ月 京都大学・経済研究所・助教授 

 ϮϬϬϱ年Ϯ月 京都大学・経済研究所・教授  

 ϮϬϮϬ年ϰ月 京都大学経済研究所 所長  
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